
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・固形石鹸から泡が出ることや、どうやって泡立てるかなどしっかり理解していた。今
回は泡だて器を用意し、泡をたくさん混ぜて遊ぶ姿も見られたが、手で泡を触らなく
なってしまう様子もみられ、手で触れられるように一度しまった。
・絵具で泡が色づく様子やゆっくり混ざっていく様子をじっと見て楽しむ様子がみられ
た。また、以前よりもきめ細かさが少なかったが、そこに気づく子もいて驚いた。
・前回なかった模造紙は、喜んで両手でスタンプしたり、模造紙いっぱいに色をつけて
いた。

・２回目の泡の探究活動だった。固形石鹸を一人一個ずつ渡し、石鹸から
しっかり泡立つようにしていった。手だけでも泡立ったが、ネットを使い
こすった方がたくさん泡立つことを伝えるとみんな真似していた。
・前回よりも早い段階で絵具を入れてみるとしっかり色づくように混ぜた
り、子どもたちから２色目を入れてほしいとの声もあった。混ざっていく
様子を楽しみながら見ることができた。模造紙には、色のついた手形を押
すと何度もスタンプする。

3歳児…感触遊び（泥遊び）

・生活の中で泡石鹸を使った手洗いをしている。その時にしっかり洗うことも出
来るようになった半面、泡をたくさんつけている様子がみられ、泡で遊んでみた
いと思った。今回は2回目だったので、絵の具を用意して使ってみたらどのよう
になるかと思った。

２.活動スケジュール

・各４,5人ずつのグループに分かれ、少人数で行っていく。
・固形石鹸やネット、絵具（赤、青、黄）などを使用して泡の感触遊びや
色の変化を楽しむ。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

2024.9.10

・固形石鹸を見せると「こうやってあらうやつ」と手をこ
する真似をしていた。「先生、泡いっぱい」とたくさんの
泡を見せる。
(保育士)「どうやったら泡出てきたの？」
(こども)石鹸でたらいの中をこすり「こうやってやった
の」と泡立て方を教える。バケツに泡を移し替えると、
「絵の具の黄色いれたい」と言って黄色にしていく。しば
らくすると「赤入れたい」と言って混ぜていた。
・泡だて器を手にとるとシャカシャカ混ぜておままごとの
ようにして遊ぶ。
・色のついた泡を泡だて器を使って混ぜて楽しむ。友達の
泡立てていた泡をみて「全然(泡だて器から)落ちない。○
○ちゃんの方が早く落ちちゃうね」と水の水分量やきめこ
まかさに気づく。最後は透明のカップの中に泡を全部移し
替えて「ジュースになった」と喜んでいた。
・他の子どもが「私も入れたい」と言い、色を付けてもら
うと嬉しそうだった。友達と泡の見せ合いっこをしたり、
色を混ぜていくと「緑になった」と色が変化していく様子
も楽しむことができた。
・泡はすぐに混ざらなかったので、２色の様子をじっと見
つめていた。保育士に聞いた言葉を覚え「マーブル！」と
嬉しそう言っていた。
(保育士)「あっちに紙があるからぺったんしてみる？」と
誘うと喜んでいた。
(こども)赤くなった泡を手にたくさん付けて何回もスタン
プする。くっきり手形ができたことが嬉しかった様子で
「もう一回」と言いながら何度も手形をつけて楽しんでい
た。

・戸外にブルーシートを敷きその上で行う。
・泡が顔に付いた時に拭く用のタオルを用意する。
・泡にしっかり着色されるように濃い目の絵具（赤、青、黄色）を用意す
る。
・大きな模造紙を貼り付けておく。

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


